
2022年度から実施される高等学校新教育課程 (新課程)のカリキュラム案〔専門 (職業)学科・

中高一貫教育校〕を作成いたしました。あくまでも�一例�ではございますが，ご検討の一助に

していただけますと幸いです。(全日制普通科については前号をご参照ください。)

【カリキュラム案について】

・新課程実施 3年目を想定した。

・専門 (職業)学科は，専門科目 40時間，専門科目

35時間の 2案を作成した。

・中高一貫教育校は，中学校は週 31時間または 34

時間，高等学校は週 34時間とした。

・必履修科目は◎，選択必履修科目は△で示した。

・��は履修継続を意味するが，科目の変更の場合

も含む。

・� } �は科目選択を表す。

・�演習�は学校設定科目とした。通常の科目の増単

位の中で扱うこともある。

・�＊�を付した科目は，他科目を選択することもあ

り得る。

【留意点】

(全般)

・全日制は週 30単位時間が標準だが，増加も可能。

・10分から 15分程度の指導でも，一定の条件を満

たせば，授業時数に含めることができる。

・特に必要がある場合，必履修科目の�数学Ⅰ��英

語コミュニケーションⅠ�は 2単位に減単が可能。

・必履修科目以外について標準の幅の範囲内で減単

が可能。適切な単位数の配当が必要だが，学校が

定めた単位数を修得すればその科目を修得したと

認めることが可能。

・�理数探究�または�理数探究基礎�の履修により，

総合的な探究の時間の履修と同様の成果が期待さ

れる場合には，総合的な探究の時間の履修の一部

または全部に替えることができる。＜新設＞

・�学校設定教科・科目�は，普通科では 20単位ま

で，中高一貫教育校では 36単位まで設定できる。

( 6単位増。平成 23年度までは 30単位)

(国語)

・必履修科目は�国語総合�( 4単位)から�現代の

国語�( 2単位)�言語文化�( 2単位)の 2科目に。

・選択科目では�現代文B�( 4単位)で扱われてい

た内容が�論理国語��文学国語�(いずれも 4単

位)に分かれる点に留意。(合計 8単位に倍増)

(数学)

・�数学Ⅲ�が 5単位から 3単位になり，�数学C�

2単位が新設。ベクトルは�数学C�に移動。

・�数学B�と�数学C�の並行履修，�数学B�を

履修せずに�数学C�を履修することも可能。(た

だし，�数学Ⅰ�の履修後が原則。)

(地理歴史・公民)

・必履修科目は�地理総合��歴史総合��公共�の

3科目 (いずれも 2単位)。�公共�は原則として

2年生までに履修。

・選択科目�地理探究��日本史探究��世界史探究�

(以上 3単位)，�倫理��政治・経済�(以上 2単位)

は，それぞれの必履修科目履修後に履修可能。

(理科)

・科目の構成，標準単位数は現行課程と同じ。

・履修方法も現行課程と同じで，必履修科目は基礎

を付した科目のうち 3科目，または�科学と人間

生活�+ 1科目。 4単位の選択科目は，それぞれ

に対応する基礎を付した科目の履修後に履修可能。

(英語)

・�コミュニケーション英語ⅠⅡⅢ�が�英語コミュ

ニケーションⅠⅡⅢ�に変更。標準単位数は現行

課程から変わらず，計 11単位 (3+4+4単位)。

・�英語表現ⅠⅡ�が�論理・表現ⅠⅡⅢ�に変更。

標準単位数は計 6単位と変わらないが，�英語表

現Ⅱ�( 4単位)が�論理・表現ⅡⅢ�(いずれも 2

単位)に分かれる点に留意。

(情報)

・�社会と情報�( 2単位)及び�情報の科学�( 2単

位)の 2科目からの選択必履修が，必履修科目�情

報Ⅰ�( 2単位)に変更。(注：未決定だが共通テス

トの新教科として入る可能性がある)

・選択科目�情報Ⅱ�( 2単位)は，�情報Ⅰ�履修後

に履修可能。
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